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1
は じ め に
　アメリカ図書館協会の統計によると、 Mark Twain の Adventures of Huckleberry Finn
（1885 年、以下『ハック・フィン』と記す）は 2000 年〜2009 年の 10 年間で、学校のカリ
キュラムや図書館から排除するよう求める申し立てのあった書物の 14 位に位置してい
る（1）。図書館協会では 1990 年から統計を取り始めており（1990 年代は 5 位）、『ハック・
フィン』は常に閲覧制限や禁書扱いされる可能性のある書物であった。2019 年が終わろ
うとする今、果たして 2010 年代の結果がどうなるのか気にかかる。1990 年〜2018 年まで
のトップ 10 とその理由を列挙したもう少し詳しい統計を見てみると、2002 年は 7 位（理
由：乱暴な言葉使い）、2007 年には 5 位（理由：人種差別）だが、幸いなことに 2010 年
から 2018 年まではトップ 10 入りしていない（2）。


































1．Classics Illustrated No.19 The Adventures of Huckleberry Finn（9） を読む
　Classics Illustrated シリーズは、読書習慣が身についていない子供向けに世界の名作を
コミックスに翻案し、原作を読む動機付けをしようという意図のもと、Albert Kanter が
1941 年〜1971 年まで出版していたものである。全 167 タイトル中『ハック・フィン』は
19 番目にあたり、1944 年 4 月に出版された。本稿で使用するテクストは、2008 年にイギ
リスの Classic Comic Store Ltd. が始めたリプリント・シリーズの一冊で、奇しくもオリ
ジナル版と同じ通し番号 19 番で 2010 年 4 月に初版が出版された。アダプテーション（文
字テクストの作者）は不詳だが、イラストは Mike Sekowsky と Frank Giacoia である。
イラスト担当の二人と同姓同名の人物が、60 年代から 70 年代に DC コミックスやマー






































年に “Have you seen a strange negro around?” と問いかけている点だ。原文では “Then 
I set down and cried; I couldn’t help it.  But I couldn’t set still long. Pretty soon I went 
out on the road, trying to think what I better do, and I run across a boy walking, and 
asked him if he’d seen a strange nigger（12）” とすべて地の文で書かれており、ジムの行方
を探るために直接話法で尋ねる言葉―後に続く会話のきっかけとなる問い―を、ハッ
ク自身は発していない。しかも、差別語として問題視される “nigger” が “negro” に置き換
えられている。確かに本書では “nigger” は一度も使用されておらず、 “slave” や “runaway 
slave” に置き換えて、差別語を慎重に回避している。この場面でハックにあえて “negro”






しいのかどうか内省と葛藤が続き、 “I studied a minute, sort of holding my breath, and 
then says to myself: ‘All right, then. I’ll go to hell.’ ［344］” というあまりにも有名なハック
の内面の声が発せられる。“talk to myself” は声に出して「独り言を言う」場合に使用す
るのに対し、“say to myself” は「自分の心に語りかける・心の中で考える」ニュアンスが
強い（14）。「地獄へ行く」決心はハックの内省の末に出てきたものであり、ハック自身が自












　ここでもう一度、先に引用した原文と図版 1-1 を比較してみよう。2 コマ目で原文の 2
つの文章 “Then I set down and cried; I couldn’t help it.” と “Pretty soon I went out on 
the road” をうまく取り込む形で地の文が作られ、ハックの発話として “asked him if he’d 
seen a strange nigger” が処理されている様子はすでに見てきた。“But I couldn’t set still 
long.” と “and I run across a boy walking” は絵で表現されている。先の引用で残ったも
う一つの文章―“trying to think what I better do” こそ、ハックの内省と葛藤を予告す
る文章であり、ハックの考え続ける姿勢を予示している。31 章のクライマクスを描く挿
絵が “THINKING” というキャプションと共にある事実からも、「考え続ける」ことこそ




では「考え続ける」という静的な描写は重視されない。そのために “trying to think what 

















の問題が浮上する。原著では “I fidgeted up 
and down the raft, abusing myself to 
myself, and Jim was fidgeting up and down 
past me. . . . Jim talked out loud all the time 
while I was talking to myself. （153-154）”と、
二人の様子が対比的に描写されている。ここ
で着目すべきは、ハックが声に出して独り言
を言っている―“talking to myself”― 点


































文中のイラストを、左 1/4 スペースには書誌情報を、右 1/4 には著者 Mark Twain につい









いる。“Adaptation” ではなく “Wordsmith” と記されている文章作家の Roland Mann（17）は、
後にマーヴェルに買収される Malibu 社で 1990 年代からコミックス編集に関わり始め、
30 冊以上のコミックス文章作家としての実績を持つ。大学で英語やクリエイティヴ・ラ
イティングを教えた経験があり、2010 年には小説も出している。全 68 ページの本書は
CI の 1.5 倍近くのページ数に及び、文字情報も格段に多い。
　一方、イラストレーターの Naresh Kumar（18）は Raj Comics で長く勤めた後、現在は
Campfire の親会社である Kalyani Navyug Media Pvt. Ltd. のイラストレーターとして同















うものの、“I guess you could say it had been 
one of those days.” “I reckon I stayed under-
water for a minute and a half.” “I shouted for 



















込まれた “CHUNG CHUNG” という擬音語とともに、コマを重ねる形で描かれるページ下
部のみが、蒸気船との衝突を語る 16 章の場面ということになる。CI では自由の身を想像
して高揚するジムや逃亡奴隷を追う小舟との邂逅が描かれていたが、本書ではそのような
図版 2-1
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16 章の本筋は一切描かれない。ケアロの通過が
既成事実であるかのように、 “Later that night, 
we got back on our raft and set out for a 
















　CI は黄色く塗りつぶされた説明的叙述 “A 
few days later, the duke and I went ashore. A 
wile later we met the king. They started to 








げようとする。原著で “I lit out, and shook the 
reefs out of my hind legs, and spun down the 






う少年に問いかける場面を 2 つのコマで描くのは CI と同じだが、少年への問いかけが
“Have you seen a strange-looking slave?” となっている。1944 年に出版された CI が
“nigger” を “negro” に書き換えた事情については先に見た通りだが、2010 年出版の本書で
はより慎重に “slave” と言い換えている。2011 年に “nigger” を “slave” に置き換えた新版
が世に出たことを思えば、 “nigger” はおろか “negro” も子供向け図書として不適当と判断
とされたのだろう。










　小説 Adventures of Huckleberry Finn がコミックとグラフィック・ノベルでどのように




Illustrated のコミックや Campfire のグラフィック・ノベルは教育的配慮に基づいて制作
されたものであり、両書には子供向けの「お勉強」要素が最後に詰め込まれている。
　Classics Illustrated にはマーク・トウェインの簡単な伝記が１ページ、ディスカッショ
ンのためのトピックス 6 つと『ハック・フィン』出版前後の時代背景説明を合わせて 1
ページ、つまり文字だけで埋め尽くされた見開きページが最後に控えている。これらは
Jon Brooks が “Additional material” として執筆したものと思われ、本書見返しの書誌情
報にもクレジットされている。それはそれで必要な配慮だが、果たしてどれほどの子供が
これらの文字テクストを読むのだろうか。さらに言えば、ディスカッション・トピックス
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の選定も、ハックの心の動きや良心に関する葛藤を問うものは見当たらない。かろうじて
宗教の役割について考えを促すトピックが当てはまるのみである。










ガ・フォーマットによる二冊の『ハック・フィン』―Twain’s The Adventures of 
Huckleberry Finn: The Manga Edition（New Jersey: Wiley Publishing, 2009）と Manga 
Classics: Adventures of Huckleberry Finn （Ontario: Manga Classics, 2017）を論じていき
たい。
《注》
（ 1 ） http://www.ala.org/advocacy/bbooks/top-100-bannedchallenged-books-2000-2009
（ 2 ） http://www.ala.org/advocacy/bbooks/frequentlychallengedbooks/top10　『ハック・フィ
ン』と図書館を巡る問題に関しては、伊香佐和子「『ハックルベリー・フィンの冒険』とアメ
リカの図書館界」『図書館文化史研究』第 15 号、11-27（1998）も参照。
（ 3 ） http://www.bannedlibrary.com/podcast/2016/6/26/banned-61-the-adventures-of-huckle 
berry-finn-by-mark-twain　このサイトでは 1885 年の出版直後から 2018 年までの申し立てが
あった地域と理由、申し立て後に決まった取り扱い方法も簡単にまとめられている。
（ 4 ） https://ncac.org/update/the-adventures-of-huckleberry-finn-challenged-at-manchester-
high-school





（ 6 ） たとえば、ブロードウェイでは 1985 年にミュージカル『ビッグ・リヴァー』が上演され
（2003 年にリヴァイヴァル）、PBS が 1985 年に TV ドラマシリーズを制作し、ディズニー社
が 1993 年に実写映画化している。
（ 7 ） 椎名ゆかり「アメリカの図書館はいかにマンガを所蔵するようになったか― 大衆文化の
文化ヒエラルキーの変遷―」『情報の科学と技術』64 巻 4 号、146-152（2014）　https://
12
www.jstage.jst.go.jp/article/jkg/64/4/64_KJ00009328099/_pdf/-char/ja





は読者・出版社・書店・図書館など立場によって様々であるが、本稿の 2 で扱う Campfire 社
はおそらくマーケティング戦略上グラフィック・ノベルを標榜しているものと思われる。




（11） Ernest Hemingway, Green Hills of Africa（New York: Scribner, 1935） 22. ヘミングウェイ
の評とその後の批評家たちの受け止めに関しては、以下の論文も参照のこと。http://
repository.fukujo.ac.jp/dspace/bitstream/11470/679/1/003_ 上田修 .pdf
（12） Mark Twain, The Annotated Huckleberry Finn: Adventures of Huckleberry Finn （Tom 
Sawyer’s Comrade）, Introduction, notes and bibliography by Michael Patrick Hearn （New 
York: Norton, 2001） 340.
（13） Calvin D. Fogel, “The Etymology, Evolution and Social Acceptability of ‘Nigger,’ ‘Negro’ 
and ‘Nigga’,” 〈https://poseidon01.ssrn.com/〉 
（14） たとえば Farlex Dictionary of Idioms （2015）は “say to oneself” を “To form or focus on 
some particular thought in one’s mind” と McGraw-Hill American Dictionary of Idioms and 
Phrasal Verbs （2002）は “say something to oneself” を “to think something to oneself” と定
義している。
（15） 本稿では 2010 年の初版を使用する。現在、たとえば Amazon などで検索すると、より年
齢層の高い読者を想定した表紙絵を使用した reprint 版が流通しているようである。
（16） “Persons attempting to find a motive in this narrative will be prosecuted; persons 
attempting to find a moral in it will be banished; persons attempting to find a plot in it will 
be shot.” という文言はまったく同一だが、続く “BY ORDER OF THE AUTHOR/PER G. G., 
CHIEF OF ORDNANCE.” の代わりに Mark Twain と著者名が記されている。原著のユーモ
ラスで手の込んだ告知文の作りを単純化しているが、本書を読む読者には十分に読書欲をそ
そる「警告」にはなるだろう。
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